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各学校では、この様式例を参考にしながら、授業の目的や公開する対象者に合わせて項目

構成や記述内容等を検討し学習指導案を作成してください。その際、児童生徒の実態や研究

課題に応じて、項目や内容を付け加える等、一層の工夫を加えることが望まれます。 

 なお、「４ 学習指導案の各項目の解説」において、各項目の内容や留意点を詳しく解説し

ています。学習指導案についての理解を深める資料として活用してください。 

 

 ※「特別の教科 道徳」の学習指導案様式については、「道徳教育の進め方 京都式ハンド

ブック」（平成 30年３月改訂版）を参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 学習指導案様式例 

 

価） 
１ 



 

７ 

 

様式例１ 

 



科 学習指導案 
                                                学校名 
                                                指導教員名        ＊印鑑省略可 
                                                指導者名（＊Ｔ１・・・） 
                              （＊Ｔ２、Ｔ３）※複数指導の場合 
 
１  対象 第学年組    名 
 
２ 日時 令和年月日 曜日 第校時 （：～：） 
 
３ 場所 教室、場、実習室等 
 
４ 単元（題材）名・教材名   
 
５ 単元（題材）について 
（簡潔に記述する。児童生徒の実態についても、単元（題材）の目標 
に関連させ、本単元（題材）での学習課題が明確になるようにする。） 

 
６ 単元（題材）の目標 
（単元全体の目標を育成する資質・能力の三つの柱に沿って設定する。） 

 

７ 単元（題材）の評価規準  

 
知識・技能 

 
思考・判断・表現 

 
主体的に学習に取り組む態度 

 
 
文末は「～している。」 

「～できる。」等 

 
文末は「～している。」 

「～できる。」等 
 

 
文末は「～しようとしている。」等 
 
 

 
○ 児童生徒がどのような学習状況であれば、単元目標が達成できたと判断するのか、そのよ

りどころとなる規準を、年間計画に基づいて観点ごとに簡潔に記述する。 
○ 単元（題材）の評価規準については、国立教育政策研究所発行の「『指導と評価の一体化』

のための学習評価に関する参考資料」を参照し、適切に設定する。 
 

８ 指導と評価の計画（全〇時間） 
 
次 
 
 

 
時 
 

 
ねらい・学習活動 

 
 
 

評価規準 
【評価の観点】 

<評価方法> 
> 
 

 
一 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 
 
 
 
 
 
 

 
学習のねらいと具体的な学習活動について記述する。
 
 
 
 

 
単元の評価規準を具体化し、評価規準と 

評価の観点を指導過程に即して記述す 
る。 

 
単元の評価規準と同様に各校の年間計 

画に基づいて記述する。 
 
指導に生かす評価の機会については 

「◇」を、児童生徒全体の評価を総
括の資料にするために記録に残す評
価の機会については「◆」を付けて
示し、各観点の評価の機会を精選して
記述する。 

 

（1）〔基本型〕 

京都府総合教育センターが初任者・

新規採用者研修のために作成 

している「学校の教育力の向上を目

指して－教職の手引き－」令和２年

度版に基づいて作成しています。 

単元、小単元、題材等、教

科によって学習内容のまと

まりの捉え方が異なりま

す。そのまとまりを踏まえ

て目標を設定します。 

教科によっては、「単元名」を「題材名」とします。 

 

 

初任者・新規採用者研修にお

ける学習指導案作成の場合は

指導教員名も明記します。 

 

 

単元指導計画表の時間の区切 

り（横線）については、各教 

科の特性に応じて、「次」では 

なく、「時」ごとにまとめるこ 

とも可能です。 

 

（
本
時
） 



 

８ 

 

９ 本時の目標（この時間でどのような資質・能力をどのような学習活動を通して身に付け

させるのかを児童生徒の立場で簡潔に記述する。その際、単元（題材）の目

標との関連を明確にして、「指導と評価の計画」の該当する時間との整合性

にも留意する。） 

 

10 本時の展開（○／○） 

  （本時の目標を達成するための授業展開計画を示す。児童生徒の学習活動と指導の手立

てが具体的にイメージできるように記述する。） 

過
程 

 
学習活動 

 

 
学習

形態 
 
 

指 導 上 の 留 意 点 

 
評価規準 

【評価の観点】 
〈評価方法〉 

導
入
○
分 

 
  
  
  

展
開
〇
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め
〇
分 

 

展
開
○ 

 
分 

                    

ま
と
め
○
分 

具体的な学習活動について、児童生徒
の立場から記述する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○指導者がどのようなねらいでど
のような指導を行うのか、指導
のポイントを記述する。 

 
 
 
 
 
○本時の目標を達成するための具
体的な手段や方法、指導の工夫
点等が具体的に想起できるよう
に記述する。 

 
 

○児童生徒の実態や予想される児
童生徒の反応を想定して個に応
じた具体的な手立てを記述する。 

 
 
〇教育的支援や配慮を必要とする
児童生徒への配慮事項等を記述
する。 

 
◯学習形態等の工夫や少人数授業の
利点を生かした指導の工夫につい
て記述する。 


◯複数指導の場合は、各教員の役
割や指導内容の分担がはっきり
と分かるように区分して記述す
る。


◯保健衛生、事故防止、安全管理､準
備・片付け等にも触れる。 

 
〇使用する教材・教具等を学習活
動に沿って記述する。 

 





 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○本時の目標に照らし
学習活動に即して評
価規準を確認し、評
価の観点と評価方法
を具体的に記述する｡ 

 
〇指導と評価の計画の
評価規準との整合性
に留意する。 

  
  
 
 
○評価規準に照らして 
学習の実現状況の程
度から、その高まり
や深まりをもってい
ると判断される状況
を想定して記述する。 

 
 
 
 
○その時間の学習活動
において評価規準を
達成することができ
そうにない児童生徒
に対して指導者がそ
の時間内にどのよう
な手立てを講じるの
かを記述する。 

「十分満足できる」と判断
される 状況 

「努力を要する」状況
への手立て 

児童生徒が主体的に

学習活動に向かうた

めには、指導者の説

明を一方的に聞くだ

けでなく、多様な学

習集団を活用した指

導形態を取り入れる

ことが必要です。 

めあて（本時の目標を達成するための学習課題を児童生徒向けの言葉で提示する。) 

一斉、個別、ペア、 

グループ等の学習 

形態を記述します。 

過程には時間配分も記入し、見通

しをもって指導します。 

本時〇時間目／単元全体〇時間中 

「おおむね満足できる」 
と判断される状況 

学習指導案を作成する段階で、教材や教具

を記述しておくことで、計画的に準備をし

たり、授業当日に必要なものを確実に揃え

たりすることができます。 



 

９ 

 

様式例２ 

 

 

 

生活単元学習 学習指導案 
                                                         学校名 
                                                         指導教員名 
                                                         指導者名（Ｔ１） 
                                       （Ｔ２） 

＊印鑑省略可 
１  対象 第学年組    名 
 
２ 日時 令和年月日 曜日 第校時 （：～：） 
 
３ 場所 教室、場、実習室等 
 
４ 単元名   
 
５ 単元について 

（単元に関わる児童生徒の実態についても明記する。） 
 
６ 単元の目標 

（単元全体の目標を育成する資質・能力の三つの柱に沿って設定する。） 
 

目標 合わせている各教科等 

  

 

 

７ 単元の評価規準  
 

知識・技能  思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

文末は「～している。」 

「～できる。」等 

 

文末は「～している。」 

「～できる。」等 

 

文末は「～しようとしている。」等 

 

 
○児童生徒がどのような学習状況であれば、単元目標が達成できたと判断するのか、そのよりどころとなる

規準を、年間計画に基づいて観点ごとに簡潔に記述する。 

○単元（題材）の評価規準については、国立教育政策研究所発行の「『指導と評価の一体化』のための学習 

 評価に関する参考資料」を参照し、適切に設定する。 
 
８ 指導と評価の計画（全〇時間） 
 

次 時 ねらい・学習活動 
評価規凖【評価の観点】 

（評価方法） 
一 

１ 
  

２ 
(本時) 

  

二 
３   

（２）〔特別支援学校・特別支援学級 （各教科等を合わせた指導）〕 

初任者・新規採用者研修におけ

る学習指導案作成の場合は指導

教員名も明記します。 
各教科等を合わせた指導の学習指導

案作成に当たっては、本学習指導案ハ

ンドブック P2～P18や、特別支援学校

学習指導要領解説 各教科等編（小学

部・中学部）の「各教科等を合わせた

指導」を参照の上、御活用ください。 

特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学
部・中学部）を参考に目標を立てます。 

 

例 
生 活 科 [役割][生命・自然] 
国 語 科 [聞くこと・話すこと] 

[読むこと] 
自立活動 [人間関係の形成] 
     [コミュニケーション] 

学習のねらい、学習の過程及び学
習する内容が明確になるよう、児
童生徒が実際に行う学習活動に
即した具体的な表現にします。 

 

各教科等の相互の関連を図りながら 
系統的、発展的に学習を展開し評価を進
める必要があります。単元を通してどの
学習活動で何をどのように評価するの
かを計画します。 

 



 

１０ 

 

９ 本時の目標 

（この時間でどのような資質・能力をどのような学習活動を通して身に付けさせるのかを児 

童生徒の立場で簡潔に記述する。その際、単元の目標との関連を明確にして、「指導と評価 

の計画」の該当する時間との整合性にも留意する。） 

 

  ＜全体＞ 

 

  ＜個別＞ 

 

10 本時の展開（○／○） 

  （本時の目標を達成するための授業展開計画を示す。児童生徒の学習活動と指導の手立てが 

具体的にイメージできるように記述する。） 

 
 
過 
程 ねらい・学習活動 

手立て及び指導上の留意点 評価規準 

【評価の観点】 

〈評価方法〉 
Ｔ１ Ｔ２ 

導

入

○

分 

    

展

開

○

分 

    
○本時の目標に照らし、学習
活動に即して評価規準を確
認し、評価の観点と評価方
法を具体的に記述する。 

 
○指導と評価の計画の評価規準
との整合性に留意する。 

 
 
 
 

ま
と
め
○
分 

    

                 

 

 

 

11 配置図 

（教師の立ち位置や動線・提示する教材の配置等個々の児童生徒が本時の目標を達成できる

よう、必要な環境設定について図示します。） 

 

12 準備物・板書計画等 

（必要に応じて、項を設ける場合があります。） 

 

 

 

本時〇時間目／単元全体〇時間中 

めあて（本時の目標を達成するための学習課題を児童生徒向けの言葉で提示する。) 

「評価」の欄を別に設けることも考えられますが、指導と評価を一
体化するために、「本時の展開」中に評価を示しています。適切な評価
のためには、「８ 指導と評価の計画」の観点が、「本時の展開」のどこに位
置付くのかを明確にしておくことが大切です。表の中で学習活動と評価を
横並びに示すことで、どの場面において、どの観点をどのように評
価するのかが分かりやすくなります。 

児童生徒の実態に幅がある場合は、個別に記述することも考えられ
ます。 

 

Ｔ１：中心指導としての動き方を記入します。 

Ｔ２：サブ指導としての動き方を記入します。 

中心指導者に集中させる、学習しやすい雰囲気づくり、個々の児
童生徒の活動への支援等役割があります。そのため、事前に指導
者間で丁寧な打ち合わせを行うことが大切です。 

また、この欄には個々に応じた手立ても記入します。 

 




